
まず、アーキプロジェクトをご存知になられたきっかけを教えてください。

当時、もう２、３年ぐらい家を建てようかなと考えていたところでした。

住宅展示場に見に行ったり、雑誌を見たりしていたわけではないですけど、家を建てざるを得な

いような状況に追い込まれていたというか。

もう家も古くなって、壁がちょっと落ちだしたり、雨漏りがひどいとかで、「これはもうあまり長いこ

ともたないな」「もう建てないといけないな」という家族の結論に達していたんです。

その間に、介護住宅専門の有名な設計士さんに見てもらったこともあって、それは千葉県の人な

んですけど、実際に家も見てもらって、設計するところまでして頂いた。でも、そこから施工すると

ころまでは躊躇しまして。

注文すると言っても、ちょっと遠すぎる。

「どうしようかなぁ」と思っていたところにリビングでアーキ・プロジェクトさんの記事を見たのが最

初でしたね。

その記事はどういう内容だったのですか？

建築士の方と、施工主の方との発表会の案内でした。

それで行ってみようかということで、参加して、その場で10件ぐらいの施工例を見さしてくれたん

ですけど、我が家と同じような状態の家を建て替えた例があった。

なので、その発表会のアンケートに、その家を設計した設計士の方の名前を書いたんです。

そうしたら、アーキさんがすぐに連絡をくれまして、その設計士の方を紹介していただきました。

その後で、その設計士さんが土地の状況や、周囲の環境を見るために、家に来てくれたんです。

設計士さんにお願いするとなかなかスムーズに行かない場合もあると聞いていたんですけど、

結構対応が早くて、ちゃんと設計士さんの頭の中でプランが出来ていた。

もちろん、本格的な打ち合わせはその後で追い追い行いましたけど、一生懸命がんばってくれそ

うな方だったので頼むことに決めました。

私もね、いろんな設計士さんを知っているわけじゃなくて、千葉の人と、その設計士の方しか知ら

ないんですけど、人間的に信頼できそうな人だったので、「頼んでも大丈夫かな」と思いました

ね。

なるほど。設計士さんが決まった後は、どのようにして家作りが進んだのですか？

設計士さんが決まった次は、「建築会社をどこに頼んだら一番いいか？」ということで、アーキさ

んが3件の建築会社さんを紹介してくれて、それぞれの建築会社が建てた実際の家を見に行き

ました。

アーキさんの女性のスタッフの方が付き添いみたいな感じで来てくれて、その方と一緒に3件ぐら

いお家を直に見せてもらいに行ったんです。

3件3様のお家でしたけど、住んでいる方はみんな満足されている。

具体的な話はしませんけど、そこに住んでらっしゃる方が、不平とか何とか言うんじゃなくて、そ

れぞれが自分の家に対して、満足していましたね。

ちょうど日曜日だったから子供さんたちもいたんですけど、喜んで自慢げに部屋を見せてくれまし

たし、「あぁ、これはきちんとしたお家を建ててくれたんだ」ということは分かりました。

なので、「どこの業者に決めようか？」といっても、最初の印象ぐらいしか差がないわけです。

ですので、それこそ勘というか、「この人なら頼んでもいいかな」という感じで建築会社さんも決め

ましたね。

その建設会社さんと、設計士さんはお互いによく知ってらっしゃるようなでしたし、「無理も聞いて

くれるかな」と思ったのは事実ですけど、インターネットで調べてみても悪い業者さんではないと

いうことも分かりましたので不安はなかったです。
なるほど。実際の工事のスケジュールはどのようなものだったのですか？

発表会に行ったのが2月で、設計士さんが決まったのが3月。

5月には建築会社さんが決まって、７月ぐらいには前の家を壊したんですね。

ただその年は、ひどい台風が続けてきた年だったので工事が出来なくて、棟上げしたのは12月

でした。それで家が建ったのが3月の27日ぐらい。

設計士さんも建築会社さんもその間の打ち合わせには頻繁に来てくれましたね。

設計士さんは設計図が出来てからも壁の材料とか色とか、玄関周りのタイルとかを決めるため

に来てくれましたし、最初の印象どおり、一生懸命やってくれたと思います。

実際に今お住まいのお家というのはどんな感じなのでしょうか？

まず、あたたかいですね。

前の家は寒かった。

もう築60年ぐらいきてたので、壁も落ちて穴が開いていましたし、ものすごく寒かったんです。

家を壊す時にタンスやら何やらを全部取っ払ったら、風呂場の奥の方に大きな亀裂が入ってい

た。タンスを置いていたから分からなかったんですけど。

「うちの風呂は何でこんなに寒いんかな？」と思っていたから、「これだけ割れてたら、そりゃあ寒

かったな」という感じでした。

新しい家は気密性も高いので、「あたたかいなぁ」というのが最初の印象でした。

それと、明るい。

窓ガラスも大きいものを入れていますし、屋根に天窓をつけてもらったので、そこからも日が当た

ります。

前の家は部屋の中がホントに暗かったんです。

それこそ昼間でも居間は電気を付けないといられない感じだったんですけど、今はホントに明る

いから、電気もそんなに付けなくていい感じです。

あとは結構、広々としてるし、開放感がありますね。

それと、木をふんだんに使ってもらったので、お客さんが来たときには、玄関先に入っただけでも

「あ、いい匂いがするなぁ」って言われます。

私たちはもう慣れっこになっているので何ともないんですけどね。

その他にも何か特徴があるのでしょうか？

私はいい意味に受け取ったんですけど、「この家は圧迫感が無いなぁ」と言われたこともありま

す。

これは電気屋さんが来たときの話なんですけど、その人が帰る時に、「この家はね、圧迫感が無

いなぁ」って言われました。

電気の配線や何かであちこちの新築の家へ行っている人みたいなんですけど、その人が言うに

は、「新築の家はキレイなんだけど、すごく圧迫感を感じる」そうなんです。

「新築の家は圧迫感を感じるんやけど、この家は沢山木を使ってるせいか、何かほんわりします

ねぇ」って言っておられました。

だから、「あぁ、この家は人から見ても住みやすそうに見えるんやな」ということが分かりました
ね。

なるほど。そういう家にしたいというお話は最初からされていたのですか？

もちろん、何回も打ち合わせもしましたけど、設計の人に「こんな家が欲しいんです」と言って希

望を羅列した紙を最初に渡していました。

「こういう家を建てて欲しい」とか、「どういう風な住まいで、どういう風な生活スタイルで暮らす

か？」ということを全部書いていましたね。
というのも、うちはもう子供も大きいし、子供を育てる家ではない。

家族それぞれが独立した部屋を持ちたかったものですから。

だから小さい子供さんを育てる人たちの希望とは、また違った感じで、設計士さんもちょっと
戸惑ったかもしれませんけど、でも、家族それぞれが満足して住めるようにしてくれました。

今、その家が建ったことに対してアーキさんの影響というのはあるのでしょうか？

結局最後は、設計士さんと建築業者さんを紹介してくださったことですよね。

アーキさんに出会っていなかったら、誰に頼んだのかは分からないけど。

実は新しい家が建ってから住宅展示場を見に行った事があるんです。

そこでもいろんな最新式の家を見て「あっ、すごいな」「きれいだなぁ」とは思いましたけど、別に

それと比べて、どうこう言うことも無いし。

展示場の家を見て、いろんな資料を見て、「あぁ、すごい」とは思いますけど、そういう家を望む人

もいれば、うちみたいに設計士さんと一緒に話し合って家を建てるという形もありますから。

「どっちがいいか？」って言われても、私もはっきり分からないんですけど、今の段階では、今回

の設計士さんに頼んで良かったなと思っています。

家を建てるに当たって、いろんな雑誌で失敗例とかも見ましたから、ものすごく怖くなるというか、

アーキさんに全部任せるのはどうかなと心配していた部分もあるんですけど、最後にはアーキさ

んから紹介していただいた方たちに頼んでよかったなという結果になりましたし。

アーキさんが紹介してくれた方は、建築士さんも、建築業者の方も施工業者の方も誠実な人だっ

たので、その点はホントに良かったと思ってますね。

なるほど。本日は貴重なお話をありがとうございました。

古くなった家を建て替えるに当たって、一時は千葉県に住む有名な設計士にも家を設計しても


らったというＴさん。


最終的には地元の建築士さん、施工業者さんで家を建て、「アーキさんが紹介してくれた方は、


どの方も誠実な人だった」という村瀬さんに、今の家が建つまでの経緯をお聞かせ頂きました。











